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日本地球惑

星科学連合

2019 年大会 

2019 年 5 月

29 日 

山下裕亮・篠原

雅尚・杉岡裕

子・伊藤亜妃 

Shallow low-frequency tremor 

activity during 1st observation of 

“Science of slow earthquakes” 

スロー地震国

際合同研究集

会 2019 

2019 年 9 月

21 日 

末次大輔、塩原 

肇 
日本の広帯域海底地震学 地震２ 

2020 年 3 月

(印刷中) 

 

(b) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし 

 

(9) データ活用予測研究 

(a) 成果の論文発表・口頭発表等 

著者 題名 発表先 発表年月日 

木村洋，伊藤武

男，田所敬一，

篠島僚平 

沈み込むプレート境界面における力

学的カップリングモデルの構築 

日本地球惑星

科学連合 2019

年大会、

SSS16-05、幕

張 

2019 年 5 月

26 日 
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木村，伊藤武

男，田所敬一，

篠島僚平 

陸上および海底地殻変動観測データ

から推定される千島～日本海溝沿い

のプレート間力学的固着分布 

日本測地学会

第 132 回講演

会、No. 54、

富山 

2019 年 10

月 31 日 

鷺谷威，Angela 

Meneses-

Gutierrez 

基線ひずみ変化率に基づく非弾性変

形の定量的推定 

日本測地学会

第 132 回講演

会、No. 70、

富山 

2019 年 10

月 31 日 

Takahashi, H., 

R. Hino, Y. 

Ohta, N. 

Uchida, S. 

Suzuki, M. 

Shinohara, and 

T. Matsuzawa 

Possible tectonic tremor 

activities near the VLFE 

epicenters in the Sanriku-Oki 

region in 2011 

日本地球惑星

連合大会 2019

年大会、

SCG48-P38、幕

張 

2019 年 5 

月 29 日 

Takahashi, H., 

R. Hino, Y. 

Ohta, N. 

Uchida, S. 

Suzuki, and M. 

Shinohara 

Attempt to detect LFTs by 

clustering of short-period ocean-

bottom seismometers 

スロー地震国

際合同研究集

会 2019、P3-

10、仙台 

2019 年 9 

月 21～23 

日 

高橋秀暢，日野

亮太，太田雄

策，内田直希，

鈴木秀市，篠原

雅尚 

 

短周期 OBS データのクラスタ解析に

よる低周波微動検出の試み 

日本地震学会

2019 年度秋季

大会、S22P-

04、京都 

2019 年 9

月 18 日 

Takahashi, H., 

R. Hino, Y. 

Ohta, N. 

Uchida, S. 

Suzuki, and M. 

Shinohara 

Clustering of records of short 

period ocean-bottom seismometers 

AGU 2019 Fall 

Meeting, 

T43G-0386, 

San Francisco 

2019 年 12 

月 12 日 

Uchida, N., D. 

Kalafat, A. 

Pinar, and Y. 

Yamamoto 

Repeating earthquakes and 

interplate coupling along the 

western part of the North 

Anatolian Fault 

Tectonophysic

s, 769, 

228185, 

doi:10.1016/j

.tecto.2019.2

28185 

2019 年 10

月 20 日 
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Uchida, N., R. 

Takagi, Y. 

Asano, and K. 

Obara 

Migration of shallow and deep 

slow earthquakes toward the 

locked segment of the Nankai 

megathrust 

Earth and 

Planetary 

Science 

Letters, 531, 

115986, 

doi:10.1016/j

.epsl.2019.11

5986 

2020 年 2 月

1 日 

Honsho, C., M. 

Kido, F. 

Tomita, and N. 

Uchida 

 

Offshore Postseismic Deformation 

of the 2011 Tohoku Earthquake 

Revisited: Application of an 

Improved GPS-Acoustic Positioning 

Method Considering Horizontal 

Gradient of Sound Speed Structure 

J. Geophys. 

Res., 124(6): 

5990-6009, 

doi:10.1029/2

018JB017135 

2019 年 5 月

9 日 

坂上啓，西村卓

也，福田淳一，

加藤照之 

GNSS データを用いた 1997-2017 年東

海地方スロースリップイベントの推

定 

日本地球惑星

科学連合 2019

年大会、 

SCG48-P11、幕

張 

2019 年 5 月

29 日 

藤田萌実，西村

卓也，平原和

朗，宮崎真一 

GNSS data assimilation for the 

Bungo channel Long-term SSEs 

using Ensemble Kalman Filter 

(EnKF) 

日本地球惑星

科学連合 2019

年大会、 

MGI30-P07、幕

張 

2019 年 5 月

29 日 

平原和朗 

EnKF estimation of frictional 

properties and slip evolution on 

a LSSE fault and the changing 

slip deficit rate on a megathrust 

fault 

日本地球惑星

科学連合 2019

年大会、

SCG48-37、幕

張 

2019 年 5 月

30 日 

Hirahara, K. 

EnKF estimation of frictional 

properties and slip evolution on 

LSSE faults and the megathrust 

slip deficit rate 

IUGG2019, 

IUGG19-3544, 

Montreal, 

Canada 

2019 年 7 月

14 日 

藤田萌実，西村

卓也，平原和

朗，兵藤守，宮

崎真一 

GNSS データを用いたアンサンブルカ

ルマンフィルタによる豊後水道長期

的 SSE のすべり発展推定に向けた数

値実験 

日本地震学会

2019 年秋季大

会、S08-01、

京都 

2019 年 9 月

17 日 
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坂上啓，西村卓

也，福田淳一，

加藤照之 

GNSS 連続観測に基づく 1997-2017 

年東海地方スロースリップイベント

の推定 

日本測地学会

第 132 回講演

会、No.48、富

山 

2019 年 10

月 30 日 

藤田萌実，西村

卓也，平原和

朗，兵藤守，宮

崎真一 

GNSS データを用いたアンサンブルカ

ルマンフィルタによる豊後水道長期

的 SSE のすべり発展推定に向けた数

値実験 

日本測地学会

第 132 回講演

会、No.51、富

山 

2019 年 10

月 30 日 

Hirahara, K., 

and K. 

Nishikiori 

Estimation of frictional 

properties and slip evolution on 

a long term slow slip event fault 

with the ensemble Kalman filter : 

numerical experiments 

Geophys. J. 

Int., 219, 

2074-2096, 

doi: 

10.1093/gji/g

gz415 

2019 年 9 月

17 日 

Sakaue, H., T. 

Nishimura, J. 

Fukuda, and T. 

Kato 

Spatiotemporal evolution of long- 

and short-term slow slip events 

in the Tokai region, central 

Japan, estimated from a very 

dense GNSS network during 2013-

2016 

J. Geophys. 

Res. Solid 

Earth, 124, 

13207–13226. 

doi:10.1029/2

019JB018650 

2019 年 11

月 21 日 

 

(b) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

なし 

 

(10) 震源モデル構築・シナリオ研究 

(a) 成果の論文発表・口頭発表等 

著者 題名 発表先 発表年月日 

大谷真紀子 
EnKF に夜粘弾性変形及び粘性構造の

推定-数値実験 

日本地震学

会 2019 年度

秋季大会  

2019 年 9 月

16 日 

Oba, A., T. 

Furumura, and 

T. Maeda 

Early forecast of long-period 

ground motions for large 

earthquakes in the Nankai trough 

based on data assimilation of 

observed ground motions and wave 

propagation simulations 

AGU 2019 

Fall 

meeting 

2019 年 12

月 13 日 

Furumura. T., 

Maeda, T. and 

Oba, A 

Early forecast of long‐period 

ground motions via data 

assimilation of observed ground 

Geophysical 

Research 

Letters, 

2019 年 1 月

29 日 
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motions and wave propagation 

simulations 

https://doi

.org/10.102

9/2018GL081

163 

今井健太郎、蝦

名裕一、都司嘉

宣、岩瀬浩之、

堀高峰、高橋成

実、古村孝志 

1854 年安政東海地震の津波高分布に

関する再検討 

JpGU2019 大

会 

2019 年 5 月

29 日 

村上 颯太、山

口 拓真、市村 

強、藤田 航

平、

Maddegedara 

Lalith、堀 宗

朗 

高性能計算を活用したデータ同化によ

る火山における地殻変動解析 

第 65 回理論

応用力学講

演会・第 22

回土木学会

応用力学シ

ンポジウム 

2019 年 6 月 

楠本聡、今井健

太郎、大林涼

子、堀高峰、高

橋成実、谷岡勇

市郎 

遠地津波波形を用いた安政東海地震の

発震時刻の推定 

日本地震学

会 2019 年度

秋季大会 

2019 年 9 月

17 日 

今井健太郎、堀

高峰、高橋成

実、大林涼子、

楠本聡、古村孝

志 

安政元年（1854 年）東海地震の波源

再考 

日本地震学

会 2019 年度

秋季大会 

2019 年 9 月

18 日 

楠本聡、今井健

太郎、大林涼

子、堀高峰、高

橋成実、谷岡勇

市郎 

遠地津波波形を用いた安政東海地震の

発震時刻の推定 

日本地震学

会 2019 年度

秋季大会 

2019 年 9 月

17 日 

中田 令子、堀 

高峰、兵藤 守 

日向灘における大地震発生シナリオの

再検討 

日本地震学

会 2019 年度

秋季大会 

2019 年 9 月

18 日 

 

(b) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

 なし 

 


